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▲図１　潮汐淡水湿地に生育するオオバタネツケバナ。左が干潮時、右が満潮時。矢印は
同じ個体の花を指す。
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研究ハイライト─

潮汐淡水湿地に生育する単葉型オオバタネツケバナ

潮汐淡水湿地（Tidal freshwater marsh）とは、大
きい河川の河口域上部にみられる、日本では珍しいタ
イプの湿地です。潮汐の影響を受けて水位が変動する
にもかかわらず、土壌間隙水の塩分濃度が淡水に近い
くらいに低いことが特徴です。塩分濃度の年間平均が
0.05％以下で、満潮・干潮があり、そのタイミングや
水位変動の大きさが月齢に応じて変化します。濃尾平
野から伊勢湾に流れ込む木曽川の河口から 20 － 30㎞
ほど遡ったあたりの河畔に潮汐淡水湿地が成立してい
ます。生育する動植物は、淡水湿地に特徴的な種類が
優占しています。しかし、そこに生える草本は、日に
2 回水没し、それ以外の時間帯は気中にさらされると
いう特殊な環境に置かれています ( 図１)。このような
環境において、植物の形態が特殊化している例につい
て、通常の湿地と潮汐淡水湿地の両方に生育すること
ができる植物種の集団間を比較しました。

研究対象とした植物は、アブラナ科タネツケバナ
属の多年草オオバタネツケバナ (Cardamine scutata
Thunb.) です。オオバタネツケバナは農地から山間部
にかけての水辺に生育する小型の多年草です。タネツ
ケバナ属の仲間は、複葉を持つことが特徴で、オオバ
タネツケバナもやはり複葉を持ちます。複葉とは、小
葉と呼ばれる葉片が複数集まって出来ている葉のこと
で、同じ個体の葉が重なったときに完全に陰となって
しまうのを防ぐ効果があります。しかし、木曽川沿い
の潮汐淡水湿地に生育するオオバタネツケバナは、別
名マルバタネツケバナとも呼ばれており、単葉を持つ
ことが知られていました ( 図２)。しかし、この性質が
水に浸かることによる表現型可塑性なのか、遺伝的に

固定した性質であるのかがわかっていませんでした。
まず、野外集団で植物の形質を測定し、どのような

表現型に差があるのかを詳しく調べることにしまし
た。潮汐淡水湿地の集団と近くの山間部の渓流沿い集
団とを比較することにしました。葉の形を定量的に評
価するために、葉の周囲長の 2 乗を葉の面積で割り、
さらに円周率× 4 で割った複雑度という値を計算しま
した。複雑度は葉の大きさには関係なく形だけに依存
する値で、真円であれば１となります。野外の植物の
葉で測定すると、渓流沿いのオオバタネツケバナだと
しばしば 10 を超える値をとるのに対して、潮汐淡水湿
地のオオバタネツケバナでは 2 －４となり、葉の形に
大きな差があることがわかりました。それ以外に、潮
汐淡水湿地のオオバタネツケバナでは、葉が立ってお
り、茎の伸長の程度が大きいことがわかりました。ま
た両生育地から種子を採取して、共通の栽培条件で育
てたところ、葉の複雑度は遺伝的に決まった性質であ
ることがわかりました。

日本では珍しい潮汐淡水湿地ですが、大陸において
は重要な湿地生態系の一つとして成立しています。興
味深いことに、北米東岸の潮汐淡水湿地にのみ見られ
るタネツケバナ属の植物 Cardamine longii  は単葉を持
つことが知られています。潮汐淡水湿地における単葉
の役割は未だ明らかではありませんが、干満による水
没・露出時の水流に対する葉の強度と関係しているの
かもしれないと考えています。今回研究したのが種内
変異であることを利用して、現在は複葉と単葉の個体
を交配して遺伝学的な解析を進めているところです。

工藤 洋
く  どう　ひろし

京都大学生態学研究センター・教授
専門は植物生態学、分子生態学

▲図２　オオバタネツケバナの葉形態の集団間
変異。上が渓流沿いの植物にみられる複葉、下
が潮汐淡水湿地の植物にみられる単葉。
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湿地の研究と保全をリードする国立生態院湿地センター

─ DIWPA だより

京都大学　
生態学研究センター

教授

中野 伸一
 なか の　  しん いち

韓国・国立生態院
先任研究員

趙 光辰

私は、韓国の国立生態院湿地センターで勤務している
先任研究員の趙光辰（Cho Kwang Jin）です。今回、湿地
センターの主要業務についてご紹介差し上げます。

韓国は、湿地保全と賢明な利用のために国家間の共同
努力の必要性を認識し、1997年に大岩山龍湿地（テア
ムサン·ヨンヌプ）をラムサール湿地に登録し、101番目
のラムサール条約当事国となりました。その後、国内湿
地の体系的な保全·管理と国際協約の履行のため、1999
年に環境部と海洋水産部が共同で「湿地保全法」を制定
しました。

湿地保全法では、湿地を淡水·汽水又は塩水が永久的
又は一時的にその表面を覆っている地域として内陸湿
地及び沿岸湿地に区分し、環境部と海洋水産部がそれぞ
れ管理を行っています。また、自治体（特別市·広域市·
特別自治市·道·特別自治道）にも湿地を保全する責務を
与え、地域の現況を考慮した湿地保全及び管理に関する
計画を策定し、実施しています。

湿地保全法は、湿地調査、湿地保全基本計画の策定、国
家湿地審議委員会の構成·運営、湿地保護地域の指定·解
除·変更、国際協約履行、毀損した湿地の管理などの内容
が含まれており、このうち国立生態院湿地センターは湿
地調査、ラムサール条約加盟国との共同研究および資料
交換、毀損した湿地生態系のモニタリングなどの業務を
行っています。

国立生態院湿地センターは、第10回ラムサール総会
（2008年、慶尚南道昌原市開催）以降、湿地保全·管理の

ための国レベルの司令塔として作られた環境部国家湿
地保全事業団と国家湿地事業センターを経て、2012年
に環境部所属の機関として国立湿地センターが設立さ
れ、その後、自然生態関連業務の効率性を向上させるた
め、2019年5月に国立生態院に移管されました。

国立生態院湿地センターは大きく2つの機能を果た
しています。一つ目は、湿地の効率的な管理と生物多様
性増進のための湿地調査および研究です。全国の陸湿地
生態系の現状調査、湿地保護地域の指定・管理計画の策
定支援、国家湿地情報データベースの構築などの業務を
行っています。二つ目は、持続可能な湿地利用文化を定
着させるための教育·広報、および韓国内外の協力によ
るラムサール条約関連政策の支援、湿地保護のための教
育·広報プログラムの運営、湿地関連機関との国内外の
ネットワーク構築および運営などの業務を行っています。

湿地調査は基礎調査と精密調査に分けられ、基礎調査
は国の湿地現況の把握と新たに発見された湿地の持続
的な履歴管理および評価により、湿地の体系的な保全基

盤を構築することを目的としています。基礎調査により、
現在1,154㎢（2021年基準）を湿地インベントリーに登
録しており、湿地保全·管理のための政策作りおよび調
査·研究の基礎資料として利用されています。

精密調査では、優れた生態系を持つ湿地の現状と変化
の様子を観察し、湿地保護地域の指定と湿地保護地域の
科学的な保全·管理方法を模索するために行っています。
湿地センターは2020年まで内陸湿地28ヶ所と河口湿
地40ヶ所を精密調査し、その結果を基に多数の湿地保
護地域が指定され、国家保護地域の拡大に貢献していま
す。また、環境部が指定した内陸湿地保護地域27カ所を
5年周期で精密調査し、保全·管理計画策定の基礎資料を
提供しています。

湿地の賢明な利用文化を定着させるため、湿地保護地
域の住民を対象に行う認識増進プログラム、青少年のた
めの生態体験教育、ラムサール湿地都市認証·運営支援
などの事業を行っています。

現在、湿地センターは第3次湿地保全基本計画（2018
年~2022年）に基づき、湿地保全·管理の基礎資料を提供
し、政策樹立を支援するため、調査システムを改善·発展
させ、市民参加を拡大するなど、調査事業の先進化に努
めています。

湿地の体系的な管理のための効果性評価、生態系保全
のための法的制度との連携システムを構築するなど、湿
地の保全·復元·管理を強化するための努力も並行して
います。また、湿地の賢明な利用と国際協力·協約履行の
ための事業発掘により、国民と共に湿地保全·管理文化
を創成するために努めています。

これからも湿地センターは湿地関連の専門研究機関と
しての地位を確立し、湿地の賢明な利用文化を定着させ、
人間と湿地の調和のとれた共存に貢献してまいります。

▲国立生態院湿地センター
〒 50303 慶尙南道昌寧郡梨房面牟谷里 872
TEL：055-530-5503（代表）/ FAX：055-530-5540



我が国最大であり、多くの生物固有種を含む
貴重な生態系でもあり、近畿地方の 1400 万人が利
用する琵琶湖は、近年、気候変動に伴う温暖化の影
響を受けています。その最も顕著なものは、「琵琶湖
の深呼吸」の変化です。従来、琵琶湖の湖水は、冬
季に湖の表層から深層までの湖水が完全に混合して
いました（全循環湖と呼ばれています）。しかし、長
くて暑い夏と暖冬の影響により、2019 年と 2020 年
の 2 年連続して冬季の混合が完全には起こらず、「琵琶湖の深呼吸」は不完全のままでした（このよう
な湖は、部分循環湖と呼ばれています）。2021 年は、2 月に入ってようやく「琵琶湖の深呼吸」が確
認されましたが、それまでは深層の貧酸素状態がこれまでの最長である 3 ヶ月間も継続していました。
このような事態は、今後の温暖化の進行、およびそれに伴う湖水温上昇によって、今後頻発化すると
考えられています。世界的には、全循環湖から部分循環湖へと移行した湖沼は珍しく、琵琶湖の観測
データは今後同様の現象が起こりうる欧米の湖沼の研究や保全のために大変重要です。

以上を受けて、本公開講演会は「琵琶湖の深呼吸」について最も精力的に研究を進めている研究者
による講演を通じて、研究成果を通じて社会の広い皆さまにこの課題の重要性と今後のより良い湖沼
環境保全を共に考えていただくために企画しました。その概要は、以下の通りです：

コ ン ビ ー ナ ー
中 野 伸 一 （ 京 都 大 学 生 態 学 研 究 セ ン タ ー ）

プ ロ グ ラ ム
1 . 　 趣 旨 説 明：中 野 伸 一 （ 京 都 大 学 　 生 態 学 研 究 セ ン タ ー ）
2 . 　 講 演 「 深 呼 吸 が 止 ま っ た 2 0 1 9 ・ 2 0 2 0 年 の 琵 琶 湖 湖
　 　 底 の 環 境 と 底 生 生 物 へ の 影 響 」： 石 川 俊 之 （ 滋 賀 大 学
　 　 教 育 学 部 ・ 環 境 総 合 研 究 セ ン タ ー ）
3 . 　 講 演 「 温 暖 化 が 琵 琶 湖 の 表 層 生 態 系 に 及 ぼ す 影 響 」：
　 　 後 藤 直 哉 （ 滋 賀 県 立 大 学 ・ 環 境 科 学 部 ）　
4 . 　 休 憩
5 . 　 総 合 討 論 「 も っ と 深 く 知 り た い 『 琵 琶 湖 の 深 呼 吸 』」

　当日は、オンライン開催の強みが示され、日本各地だけでなく遠くは中国から、さまざまな立場の
113 人の方々にご参加いただきました。印象深かったのは、最後の総合討論の盛り上がりです。通常、
シンポジウムなどの総合討論を盛り上げるのは大変難しいのですが、そこはさすがに社会的関心の高
い「琵琶湖の深呼吸」だけあって、大変活発な議論が展開されました。特に司会者の私がとても助か
ったのは、参加者の中に多様な専門家がおられたことです。このため、私や講演者が知らない・分か
らない質問が出ても、私から「○○さん、おられますよね？この質問に答えてくれます？」と無茶ぶ
りをして、でもそれらの参加者は丁寧に真摯にご対応くださったことです。

このようなことで、本公開講演会は和気あいあいと活発に、参加者全員が楽しく勉強しながら、気
候変動、地球温暖化、琵琶湖生態系について学んだ、大変充実したものでした。ご講演くださった石
川先生（滋賀大学）、後藤先生（滋賀県立大学）、およびご参加くださった皆様全員に対して、心から
深く感謝申し上げます。

現在、新型コロナウィルスに関わる問題が社会的な注目となってい
ますが、今年のノーベル賞にも象徴されているように、気候変動や地
球温暖化も全人類が地球規模で取り組まねばならない喫緊の問題で
す。これらの問題が解決しない限り、琵琶湖が深呼吸できない年が今
後も来る可能性があります。将来の環境や生態系の保全について、私
たち一人一人の意識と行動が問われています。

第 12 回　京都大学生態学研究センター　シリーズ公開講演会

もっと知りたい「琵琶湖の深呼吸」

日時：2021 年 2 月 20 日（土）
　　　午後 2 時より 4 時 35 分まで
開催形式：オンライン
主催：京都大学生態学研究センター
後援：滋賀大学、日本陸水学会、日本生態学会
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▲総合討論での一幕。司会者および講演者の、
中野（左上）、石川（右上）、後藤（中央下）。

中野 伸一
 なか の　  しん いち

京都大学　
生態学研究センター

教授



─その他のお知らせ

酒井 章子
さか  い　 しょう こ

京都大学　
生態学研究センター

教授

受賞のお知らせ

京大ウィークス 2021 一般公開

「学校で習わない生き物の不思議」

18

◆博士後期課程 1年の木下桂が、日本生態学会第 68回大会　ポスター優秀賞（※１）、
JpGU Meeting 2021 生物地球化学セッション ポスター優秀賞（※２）を受賞しました。

「安定同位体微量測定を用いた淡水寄生虫類の体サイズと栄養段階の関係」（※１）
 「Comparison of isotopic enrichment among taxonomic group of freshwater
          parasites using stable isotope microanalysis」（※２）

【受賞内容】
捕食―被食関係とは異なる採餌戦略を行う宿主―寄生間の栄養関係について、炭素・窒素安定同位体比を用いた安定同
位体生態学的研究で受賞しました。琵琶湖に生息する魚類から見つかった多様な系統群に位置する寄生虫類について、新
しく開発した安定同位体比測定手法を用いて解析したところ、寄生虫類の系統群ごとに宿主との栄養関係が異なることが
明らかになりました。この結果は、寄生生物の摂食形態や代謝の多様性を示すだけではなく、食物網解析研究や物質フロ
ー研究の基礎的な知見になる可能性が評価されました。

【受賞コメント】
ほとんど知られていない寄生生物の生態について解明していく足掛かりが見つかったと共に、その成果について多くの
方に評価していただき大変嬉しく思います。今後も研究に励み、寄生生物生態研究を発展させていきたいと思います。

◆本庄三恵准教授が、第 15 回 種生物学会 片岡奨励賞を受賞しました。
「ウイルス生態学：自然環境下におけるウイルスの動態と宿主相互作用の研究」

【受賞内容】
ウイルスはこれまで動植物の病原体として研究されてきましたが、一連の研究でウイルスが自然生態系
で重要な構成要素であることを示してきました。水域生態系を対象に研究を進めるとともに、近年では固
着性である植物をホストとするウイルスを対象とし、自然条件下で初めてホストとウイルスとの相互作用
を長期にわたって研究することに成功しました。また、次世代シーケンサーを用いた網羅的RNA解析をはじめとする様々
な手法を取り入れることで、ウイルスの多様性や季節動態、宿主の遺伝子発現を介したウイルスとの相互作用を明らかに
しました。例えば、ハクサンハタザオとカブモザイクウイルスを対象とした3年以上にわたる調査の結果、致死的な影響
を与えずにウイルスが持続感染し、植物は季節環境に適応したウイルス防御戦略を持つことを示しました。最新の分子生
態学的解析法を取り入れることで、生態系でのウイルスの分布や宿主―ウイルス相互作用を分子レベルで捉えることがで

きました。

【受賞コメント】
　目に見えない多様なウイルスを、複雑な環境である生態系で捉えるという、困難な課題に地道に取り組んできた成果
を評価していただき、大変うれしく光栄に存じます。これを励みに、今後より一層研究に精進して参りたいと思います。

10月 23日（土）に、京大ウィークスの一環とし
て「学校で習わない生き物の不思議」として例年行
っている生態研の一般公開を行いました。昨年度に続
き今回もコロナ禍での開催でたくさんの方には来てい
ただけませんでしたが、人数が少ないからこそできる
内容を、と酒井と本庄准教授が担当し、小学生の皆さんに実際に手を動かして植物の上の目に見えない微生物を「見
て」もらおうと計画しました。保護者を含め10組 26名の方に参加いただいたほか、辻井副理事など大学本部から
の見学もありました。
当日はまず、微生物についてクイズを交えながら講義を行いました。その後、生態研圃場で植物の葉を採集し、
ウイルス検出キットでウイルスの有無を確かめたり、培地に葉をスタンプし、葉の上の細菌が葉のどこにいるのか
を調べたりしてもらいました。「はっぱをスタンプしたらブツブツ（コロニー）
がいっぱい増えてびっくり」「ウイルスには脳も心臓もないんだ！」と、いろい
ろな感想が聞かれました。さいわい天候にも恵まれ、短い時間でしたが目に見
えない生き物に思いを馳せ楽しんでいただけたのではないかと思います。
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2022年度共同利用事業について
毎年度、生態学の基礎研究の推進と生態学関連の共

同研究の推進を目的として、共同研究と研究集会・ワー
クショップを公募しております。

協力研究員に関するお知らせとお願い
協力研究員は担当教員とご相談のうえ、施設の一部をセンター員に

準じて利用できます。ただし、共同利用施設の利用にあたっては、別途、
上記の共同利用の申請手続が必要です。

任期は2年度末までとなります。申請は随時受け付けております。
申請書の様式は、　

http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/fellow.html
からダウンロードできますので、必要事項を入力のうえ電子メール

でお送りください。

申請書の提出先・問い合わせ先
京都大学生態学研究センター　共同利用・共同研究拠点担当

〒520-2113　滋賀県大津市平野2丁目509-3
  E-mail: kyodo-riyo@ecology.kyoto-u.ac.jp
Tel: 077-549-8200 / Fax: 077-549-8201

2022 年度共同利用・共同研究拠点事業に関するお知らせ

※写真は生態学研究センター
30周年記念誌より

◉予算措置のあるもの
国際共同研究、共同研究 a、研究集会、ワークショップ
※2022年度の公募は終了いたしました。例年、11月頃

に公募を開始いたします。

◉予算措置のないもの
共同研究 b、資料利用
※申請は随時受け付けております。申請方法は下記

URL をご参照ください。
　　http://www.ecology.kyoto-u.ac.jp/contents.html

協力研究員は、本センターの協議員会の議に基づきセンター長
が委嘱します。なお、協力研究員は生態学研究センターの研究活
動の協力者であり、生態学研究センターに在籍する身分として認
められるものではありません。
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◆当紙面内容は、バックナンバーも含めセンターホームページに掲載されています。

新型コロナウィルスの感染拡大が続く今日このごろ、数年後に振り返っ
たときにこの2年をどのように思い出すのかとふと考えることがあります。
大学や大学院の入学がちょうど重なった学生たちにとって、制約はあり
ながらも、人との関係性や学問との向き合い方をポジティブな方向で捉
え直すきっかけになった2年であったらいいなと願っています（東樹宏和）。

─その他のお知らせ
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編集後記
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創立30周年記念講演会・式典の様子。写真左から木庭啓介副センター
長、中野伸一センター長、山内淳教授（本誌p.2、3ページ「センター長巻
頭言」に関連記事掲載）。

● 研究員の伊藤公一が7月31日付で退職しました。
● 研究員の風間健宏が8月31日付で退職しました。
● 佐藤拓哉が10月1日付で准教授として着任しました。
● 飯田聡子が10月1日付で研究員として採用されました。
● 研究員の仲畑了が12月31日付で退職しました。

センター員の異動

センターニュース　オンライン化のお知らせ

生態学研究センターニュースはこれまで年 2 回冊子体を印刷し、発行してまいりましたが、社会における情報
伝達の形態が変化する中、今まで以上に幅広く研究者コミュニティおよび社会全体に情報発信させていただける出
版形態への移行を準備しております。つきましては、次号 2022 年 7 月号より、オンライン版主体の発行形態に
移行させていただく予定でおります。発行のお知らせといたしまして、これまでの読者の方々へメール配信させて
いただきますとともに、各種メーリングリスト等でもご通知させていただく予定でおります。

メール配信の新規登録、配信先の変更、配信停止等をご希望の場合は、インターネット上の以下のフォームより
必要事項のご入力をどうぞお願いいたします。

https://ws.formzu.net/fgen/S75832635/
オンライン化に伴い、より多角的で迅速な情報発信を目指してまいります。
今後とも当センターの研究活動にご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

※図書室を運営される公的機関等へは、これまで通り冊子体版もお届けいたします。

招へい研究員の紹介

KARBAN, Richard
カリフォルニア大学デービス校・教授
期間：2021年9月3日～2021年12月2日
研究テーマ：植物揮発性物質が媒介する植物間コミュニケーション
の野外研究

CHO, Kwang Jin
韓国国立生態院・先任研究員
期間：2021年10月1日～2021年12月31日
研究テーマ：ミヤマニガウリの分布とその環境条件

●風間 健宏
神戸大学ROOTプログラム　研究員
研究課題：琵琶湖のプランクトンの生態解明

2021年度協力研究員追加リスト

次号（2022年7月号）
よりオンライン版に
移行します

オープンキャンパス2022のお知らせ
将来、京都大学理学研究科の大学院生（修士または博士課程）として、

生態学研究センターにおいて生態学の研究に取り組みたいと希望され
る方を対象にオープンキャンパスを開催しています。当日は研究内容
についての紹介を行います。関心のある方はお気軽にご参加ください。

第13回公開講演会のお知らせ
生態学研究センターでは、広く一般の方に向けた公開講演会を開催

しています。今回は3名の講師の方をお招きし、「病気をめぐる生態学：
疫学モデルから見えること」をテーマに開催いたします。

皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げます。

・日時　2022年4月4日（月）9：30-13：30
・オンライン開催
・参加無料
・参加には事前のお申し込みが必要です。氏名・
所属・学年・住所・電話番号・メールアドレス・
面談希望教員名（複数可）を記入の上、①～③
いずれかの方法でお申し込みください。

① E-mai l :  opencampus@ecology.
kyoto-u.ac.jp
②Fax: 077-549-8201
③はがき： 〒520-2113
滋賀県大津市平野2丁目509-3　
京都大学生態学研究センター
オープンキャンパス係

申込締切
2022
4/1

・日時　2022年2月19日（月）13：30-16：40
・Zoomによるオンライン開催
・参加無料
・参加には事前のお申し込みが必要です。以下のフォームよ
りお申し込みください。
https://forms.gle/NwRwmzsf1JTs4Qb98
詳細は生態学研究センターホームページをご確認ください。

申込締切
2022
2/16
17：00


